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H，， :燃焼所要空気中水分加熱熱量

e4=会 X I OO
F , :指示引E長力 kg (平均有効圧力より l?:/11) 

れ : 5 1張俸引張力 kg (動力計測定値)

動輪回 ;1ほ数との関係は図ー5。

本線試験の場合

F , + R , + R.+ R , + R. 
e, F 

R, 般|羽車(含炭水車)車輪部分抵抗 kg

R. :機関車( " )空気鉱抗 kg

R, :機関車( " )勾配抵抗 kg

R. :後関車( " )加速抵抗 kg

6 担盟関車効率 (e.) は ， 5 1政俸113力の熱当金と消'J'l.した燃料

の全熱量との比をいい 100 分率で表わす。計p:はつまのよう

に行う。

632.9 
.=一一一ー一一 XIOO
C"xH2 

C" :引!仮練馬力時当り燃料消'1'1企 kg/H'・ h

H2 ・ 燃料 1kg 当り発熱[，'i kcal/kg 

動輪回転数と 6. illiJ紛回転数と燦関車効率

の関係は図 6.

7 修正後関

車効率 (e' .)は， 捕
1J>: 8 

引E民俸馬力の熱 関

当量と修正石炭君!
(燃料)の全熱量害 ー
との比をいい， 月 2

100 分率をも っ

て表わす。 青I'Jc}:

はつぎのように行う。

,_ 632.9 
. =一一一一ー一一 X l00
C'"xH2 

30 

50 1回 1日

ililJ輪回転数/m

C' JO : 引~良勝馬力I待当り修正燃料消Il'I :lit kg/H' ・ h

8 熱効率は， ~量関車全体を熱機関と 考一えたJ場合に，機関車

効率を表現する学術用語である。

9 損失熱量とは，ポイラ7kおよび蒸気に伝えられた熱盆と ，

これがため消費した燃料の発熱fit との差の熱設をいい，石炭

1 kg 当り kca l をもって表わす。 これをつぎのように分けて計

p:する。

損失熱iü: = H"+ H,,+ H ,, + H,,+ H,, + H,, + H3I 

+ H" + H" + H" 

H，，:乾燥煙室ガス持逃熱:[;t=Cp2 X (T自ー T ，)XG2
CP2 :乾燥ガス平均比熱 kcal/kg

T , :位'室ガス温度。C

T , :大気温度 。C

G2: ;石炭 1 kg 当り発生乾燥ガス重量 kg

H，， :石炭中水分蒸発過熱熱古Ì

=(\九八+羽九)X {(lOO- T ,)+539.3+Cp, X(T, - 100)) 

W， : 石炭中水分 kg/石炭 1kg

W2 ・石炭湿分 kg/石炭 1kg 

539.3 : 大気圧下の水の蒸発潜熱 kcal /kg

Cp , : 過熱蒸気の平均比熱 kcal/kg

H" : ;石炭散水による蒸発過熱熱量t

=W, X{(lOO- T ,l+ 537.3+Cp , (T, - lOO)) 

W , : 石炭散水量 kg/石炭 1kg

H21 : 石炭中水素燃焼生成物水分蒸発過熱熱:!ll: kcal 

=G. X {(l OO- T ,l+539.3+Cp , (T , - 100)) 

一一一 77 8 一一一

G. ・石炭 1 kg 中水素(元*分析による)X9

= G.x Cp , X(T, - T ,) 

G. : 燃焼所要空気中水蒸気重量t kg/石炭 1kg

H30 : 不完全燃焼による損失熱量 kca l /石炭 lkg

H3I灰分中可燃物熱量 kcal /kg

=H.XA" 

H. : 灰分中可燃物発熱量 kcal /kg

AI!l :石炭 1kg 当灰発生量 kg/石段 1kg

H，， :シンダ中可燃物発熱量 kcal /kg

= H,x J 15 

H， :シンダ発熱量 kcal/kg

J15 :石炭 1 kg 当りシ γ ダ発生:!ll: kg/kg 

H" ・末燃炭その他損失熱量

H" ・ポイラ日同騒射熱損失 kcal /kg

(街圧降下試験を突施し求む。)

10 熱釣(つ

り ) 合 とは， 7持

政燃料の発熱量

7 熱つり合凶燃焼車 kgI m'h 
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の関係で示すと

図ー7 __，蒸気 50 

機関車のIffit度。

峨噛牧純量

蒸気機関11工の性能試験。ポイラ蒸発琵:。動力111引~ :h。通風力

(蒸気蛾l鎚1Iïの)。蒸気機関車のガス分析。

多考文献 韓基械工学便覧 昭和 28 年版 15 編第 2 '4t鉄道。

磁械工学使覧昭和 28 年版 13 編第 1 立 ポイラの性能およ

び試験。;:VI倉希一著機関車抵抗ならび牽引力 大企出版。検

頻1 進'ji'':鉄道車両工学共立出版社。(航姻逃)

じ よう ききかんし ゃ のせいのうしけん 蒸気後関車の性能

試験 蒸気際関車の性能を調べるときは， その目的に応じて条

件をととのえ試験を行うが， これには試験台試験と本線試験と

がある。

試験台飲験は場軽量関111定tr1試験台上に供試機以i1lï "t(設問し，

所定の条件(カットオフおよび動輪回転数一定)で符う試験で，

定常状態に入ってから 15 分間を準備とし， っき.の 60 分間に iJllI

定を行うのを例とする。計測は 5 分間ごととし，その算術平均

をも っ て試験値とする。燃料は 7，000-7，500 kca l /kg の発熱設

を持つタ狼切込炭を使用する。混合割合は， ふるいの目の一辺

の長さにして， 1 2 mm 以下， 25mm以下， 37mm 以 F ， 37 mm 以上

のものをそれぞれ 50 % ， 30% , 10% , 10 % とし ， 1放水は通'ìi\"lτ

わない。計測箇所は後関Jlï似IJについてはおおむね， 図-6 に示す。

ここに示されている甑類は温度(火室・燃焼室 ・ 煙室 ・ 給水 ・

過熱蒸気 ・ 相|気)通風力(灰箱 ・ 火室 ・ 反射板下・はき出筒口前

端 ・ 煙突下部)。このほかインジヶ - {;l 線凶，動輪回転数，引

~線引強力，缶水消資金(蒸発盆) ， ポイラ圧力， 気室圧力， ポ

イラ 71d立，石炭使用i!t(燃焼率)，投段数fJ:，空気圧縮担並行程数，

給水ポンプ行程数， 灰分の:監，シンダの並(燦室の内外)，大気

温度， 大気圧力等を測定する。詳細な計測を行いうるのが特長

である。性能は通常，燃焼率 ・ 蒸発盆・動輪回転数を横軸に，




